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Ⅷ．壺屋やちむん通り 

Ⅷ－１．事業概要 

（１）事業概要 

壺屋やちむん通りの事業概要は以下のとおりである。 

表 事業概要 

■事業名 壺屋やちむん通り 

■事業分野 街路・遊歩道 

■事業の種類 改修事業 

■賞の受賞 2003 年土木学会デザイン賞 

■特に参考となる効果 （１）意識変化 
①施設・空間の印象評価 
②親しみ・愛着 
③誇り 

（２）利用者行動に与える効果 
①利用形態・頻度等の変化 
②樹木の手入れ、歌壇等の設置 
③清掃等の維持管理活動 

（３）施設周辺の空間に与える効果 
 ①商業活動の変化 

②建物ファサード変化 
③軒先空間の変化 
④周辺施設の連帯性の向上 

■事業対象・規模 対象：沖縄県那覇市壷屋地区 
規模： L=380m 

■事業主体 那覇市 

■周辺の関連事業 壷屋地区都市景観形成地域 

■景観検討の段階 構想・計画・設計 

■PI の有無 有り 

■事業期間・竣工 平成８年 ～平成 11 年 

■事業概要 壺屋は、琉球王府時代に窯業振興のために形成され、今日に

至るまで焼物の一大生産地として、歴史と伝統を受け継いでい

る地域である。今日、国指定重要文化財の新垣家をはじめ、登

窯（のぼりがま）が三基、他に赤瓦の屋根、石垣、拝所等、昔

の佇まいが今に残っており、発展が望まれている。壺屋地区の

メインストリートやちむん通りは、全長４００メートルで両側

に壺屋焼を売る店が並び、住民や観光客が買物や散策を楽しむ

ところとなっている。平成８年、那覇市によってコミュニティ

道路整備事業が予算化されるのに伴い、具体的な整備のあり方

を住民主体で真剣に検討し取り組んできた。そして、住民の提

案による石畳道は平成１１年には、無事完成をみた。住民と行

政が協力し合い、みんなでつくった道だという意識が高く、道

づくりから街づくりへと広がっていった。美しい石畳道は住民

の誇りであり、清掃、緑や花を増やす活動が活発になった。壺

屋地区は「景観形成地区指定」を受け、やちむん通りは那覇市

の都市景観賞に輝いた。 
 また、中心商店街と一緒になって、「ピース・ラブ・マチグァ

ー（まちを愛すること）＆壺屋まつり」を毎年行っている。こ

れらの活動が評価されて、平成１１年には地域づくり表彰国土

庁長官賞を、平成１３年には、ふるさとづくり振興奨励賞を受

けた。 
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▲地域のイベント        ▲観光客でにぎわう様子 

  
▲住民が提案した石畳道     ▲地域の景観資源であるガジュマ

ル 

 
▲清掃や緑を増やす人々の活動  ▲重要文化財「新垣家」 
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（２）事業対象地位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 事例対象位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲対象地周辺図          
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（３）整備の経過 

 
 ①壺屋地区の整備経過 
 やちむん通り沿線の壺屋地区は、沖縄市の中心部にありながら国指定の重要文化財

や登り窯、赤瓦屋根の伝統的家屋、石垣、井戸など、昔ながらの風景を色濃く残す地

区で、県内外から多くの観光客が訪れている。 

  そのため、沖縄市では壺屋地区を商業・観光の魅力を支える地区として、また、う

るおいのある都市住居を創出する地区として、やちむん通りを中心としてその後背地

を含めた約 ha の範囲を、都市景観形成地域に指定し（平成 14 年）、歴史的遺産及び環

境の保全整備を推進している。 

 

 ②やちむん通りの整備経過 

  やちむん通りは、平成 10 年以前、道路幅員平均 6.5m のままの車両相互交通で歩道

もなく、国際通りから国道 330 号線へ通じる抜け道として利用されていた。そのため、

交通量が多く、安全性が十分確保されていなかった。平成 8 年に地元住民を中心とし

て組織された「壺屋の通りを考える会」と沖縄市の協働により、やちむん通りの整備

計画作成及び施設設計を行い、道づくりを進め、平成 11 年 3 月に整備を完了した。 

  整備計画は、「壺屋の通りを考える会」で、やちむん通りの具体的な整備のあり方を

検討し、最終的には道づくりについて、住民から行政へ提案を行った。 

  平成 9 年に、正式に事業がスタートし、住民案をもとに基本設計が進められた。平

成 10 年、実施設計終了後の県警との協議では、計画・設計していた一方通行の向きと

逆の向きとなる結果となった。平成 11 年より第１期工事が開始され、同年末に一部照

明等を残して道路本体はほぼ完成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 検討体制図 
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図 やちむん通りの道路整備の経緯等 
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（４）設計図書 

 

 

▲平面詳細図 

▲標準部断面図 
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Ⅷ－２．計画・設計の意図及び期待される効果 

 
（１）計画・設計の意図 

文献調査、設計者ヒアリング、事業者ヒアリングより、当該施設の整備の方針は、大きく

３つに整理される。以下に、各方針に対する計画・設計の考え方と内容をまとめる。 
 

１）地域の素材を用いた「沖縄らしい美しさ」を出したコミュニティ道路整備 

壷屋地区は那覇市において首里と並ぶ歴史的景観地区であり、地区の中心を貫くメインス

トリート・やちむん通りの整備にあたっては、周辺の伝統的景観との調和し、沖縄らしい景

観の創出が求められた。また、平均 6.5m という狭い幅員であり、観光客や地域住民等の歩

行者が安心して歩ける道路整備が望まれた。 

 このような背景と条件に対し、「あたかも昔からそこにあったかのように」を基本思想に

おいて、沖縄らしい生活街路の整備が行われた。 
工夫された考え方として、以下のものがあげられる。 

 

1.琉球石灰岩を用いた石畳道 

 やちむん通りでは、周辺の歴史的景観と調和を取るために、年月を経て古びていくことに

より美しくなっていく路面素材が求められ、こうした条件を満たす素材として、本島南部で

採石される琉球石灰岩を採用した。 

 道路整備では、道路景観で最も重要な部分は車道であると位置づけ、車道は石の自然な風

合いが活かされる意匠であること、素朴な風情が職人のまちである壷屋と調和することから、

雑相方張りを採用した。また、表面の仕上げについては、荒い目のビシャン仕上げとした。

これは、歩行者や車両のすべり止めとして有効であるだけでなく、景観上も自然な風合いを

出すことができ、「石畳の道」を強くアピールすることを意図して整備した。 

 歩道は、「石畳の道」の印象と経済性への配慮から、リサイクルストーン（琉球石灰岩の

端材を集成した再生石）とした。石の張り方は、交通弱者やハイヒール歩行等の利便性を考

え、細かい目のビシャン仕上げとした。 

 歩車道境界ブロック、地先境界ブロック及び点字ブロックは、歩道との調和を図り、リサ

イクルストーンのビシャン仕上げとした。側溝も、上蓋部分に琉球石灰岩の石粉と顔料を混

ぜた層を流し込み、表面をビシャン仕上げとして、歩車道と調和を図った。 

   

▲車道、歩道、側溝、点字ブロック        ▲琉球石灰岩を用いた舗装 
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2.元々のゆるやかな S字型カーブを生かしたシンプルな意匠  

 やちむん通りは、元々ゆるやかで自然なＳ字型カーブを描いていることが特徴であったた

め、本来の自然な美しさが損なわれないように、道路線形は、元々の線形を生かしたシンプ

ルな意匠とした。（クランク等の人為的なカーブを新たに設けなかった） 

   

▲やちむん通りの S字カーブ          ▲ゆるやかな道路線形 

 

 

3.歩行者や自転車利用者の安全を優先した道路整備 

 歩行者や自転車利用者の通行を優先した道路とするため、道路構造は歩車道境界や側溝を

機能的に配置した歩車分離型共存道路とした。また、車道は一方通行として車道幅員は原則

3m（自転車の交通の多い区間は 3.5m）として、歩車道境界には必要最小限の段差（2cm 程度）

を設けた。 

  

▲車いす利用者に配慮した歩道と車道の段差    ▲車道は一方通行 
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4.石畳やガジュマルと調和したストリートファニチャー 

 道路本体にお金をかけ、ストリートファニチャーにはなるべくお金をかけないというコン

セプトのもと、照明やベンチ等が整備された。 

 照明は、既存の防犯用蛍光灯を整理統合し、歴史的景観と調和するような照明器具を新た

に設置した。この際、狭小な歩道を考慮し、原則として電柱共架型とした。照明器具の色彩

は、琉球石灰岩のベージュやガジュマルの緑と調和する、落ち着いたあずき色を使用した。 

 ベンチは、既存の緑がつくる木陰の下に整備された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲電柱共架型の照明             ▲木陰に設置されたベンチ 
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２）伝統産業を活かしたまちづくりと一体となった整備 

 本地域では、昭和 62 年に住民参加によって「壷屋地区都市景観形成計画調査報告書」

がまとめられ、その後の壷屋地域のまちづくりの基本となっている。このように、住民参加

のまちづくりの意識が高い地域であり、現在もまちづくりと一体となった整備が行われてい

る。 
これらに関する整備内容としては、以下のものがあげられる。 
 
1.街並みと調和した看板づくり、店舗修景 

 道づくりと並行して沿道のまちづくりを進めため、壷屋にふさわしい看板づくりに取り組

んだ。各店舗が、シーサーや壷など、自分の店らしい陶器を看板に取り付ける等、職人のマ

チ・壷屋にふさわしい景観になるように配慮した。 

  

▲シーサーが取り付けられている看板       ▲陶器が取り付けられている看板 
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2.都市景観形成地域指定 

 本地域では昭和 62 年に住民参加によって「壷屋地区都市景観形成計画調査報告書」がま

とめられ、平成 14 年にはまちづくりの基本精神となる「壷屋地区まちづくり憲章」が制定

され、壷屋地域の約 8ha が「壷屋地区都市景観形成地域」の指定を受け、建築物等の新築、

増築、修繕を行う場合、届出によりデザインの調整を行っている。 
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３）既存の歴史的資源の保全整備 

 やちむん通りには、ガジュマルや共同井戸等の歴史的資源が多く存在する。これらの資源

を保全・活用することで、壷屋らしい景観整備を行っている。 

 

1.ガジュマルの保全 

 壷屋においてガジュマルの大木は、御獄、井戸や窯場と密接に結びついていた特別な樹木

である。これらを地域の重要な景観資源と位置づけ、沿道の樹木群とともに保全育成を行っ

ている。 

  

▲沿道にあるガジュマルの大木         ▲ガジュマルの下を休憩スペースとして整備 

 

2.共同井戸の整備 

 共同井戸を保全するともに修景し、緑陰のある空間として活用を図る。 

 

▲整備された共同井戸          
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（２）期待される効果 

 

１）設計意図と期待した効果のまとめ 

文献調査と設計者ヒアリング、事業者ヒアリングによる計画・設計意図と期待される効果

の対応は以下のようにまとめられる。 

 

表 設計意図と期待した効果のまとめ 

 意図 景観に配慮した内容 期待される効果 
A. 地域の素材を用いた「沖縄らしい美しさ」を出したコミュニティ道路整備 

○本島南部で採石される琉球石灰岩

の採用 
○素朴な風情が職人のまちである壷

屋を表現するため、雑相方張り・荒

い目のビシャン仕上げとした 

1 琉球石灰岩を用いた石

畳道 

○年月を経るごとに地域になじんで

いく素材の採用 
2 元々のゆるやかなS字型

カーブを生かしたシン

プルな意匠 

○クランク等の人為的なカーブを新

たに設けない、自然の線形を活かし

た意匠 
3 歩行者や自転車利用者

の安全を優先した道路

整備 

○歩車道境界に必要最小限の段差を

設けた歩車分離型共存道路 

○琉球石灰岩のベージュやガジュマ

ルの緑と調和するデザイン 
4 石畳やガジュマルと調

和したストリートファ

ニチャー ○既存の緑を活用した整備 

●施設・空間の印象評
価 
●意識変化（親しみ・
愛着、誇り） 
●利用形態・頻度等の
変化 
●清掃等の維持管理活
動 

 

B. 伝統産業を活かしたまちづくりと一体となった整備 
○ひとつの地区としての統一的な景

観の形成 
1 街並みと調和した看板

づくり、店舗修景 

○職人のマチ・壷屋を表現するデザイ

ン 
2 都市景観形成地域指定 ○建築物の屋根は琉球赤瓦葺きを原

則とし、雨端空間や緑化空間を確保

●建物ファサード変化
●軒先空間の変化 

●周辺施設の連帯性の

向上 

C. 既存の歴史的資源の保全整備 
1 ガジュマルの保全 ○沿道の樹木群とともに保全育成を

行う。 
2 共同井戸の整備 ○共同井戸を保全するともに修景し、

緑陰のある空間として活用を図る。

●樹木の手入れ、歌壇
等の設置 
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２）期待される効果の発現段階における整理 

上記期待する効果について、効果の発現段階の「意識変化」、「活動変化」、「空間変化」に

おいて以下のような効果が想定される。 
 

表 発現段階ごとの効果の整理 
期待する効果 意識変化 活動変化 空間変化 

●地域の素材を用

いた「沖縄らしい美

しさ」を出したコミ

ュニティ道路整備 

○沖縄（壷屋）らし

さを感じる 
○歩きやすい 
○地域の景観に対し

て愛着を持つように

なった 
 

○やちむん通りを歩

く回数が増えた 
○観光客が増えた 
○地域活動に参加す

るようになった 
○清掃等の維持管理

活動を行うようにな

った 

○道路と合わせた舗

装 

●伝統産業を活か
したまちづくりと
一体となった整備 

○伝統的な雰囲気を

感じる  

○壷屋らしさを意識

した看板 
○琉球赤瓦葺きの建

築物 

●既存の歴史的資
源の保全整備 

○歴史的資源に対し

て誇りを持つように

なった 

○緑陰で休憩するよ

うになった 
○通沿いに面する敷

地の緑化 

 
これを踏まえ、各段階における効果の把握調査を実施した。 
 




